
         ◎５～６月月替展示 

          「月をながめた人びと」 

           会 場：文書館 閲覧室 

           会 期：６／２６（水）まで 

            暦や浮世絵など、月にまつ 

           わる資料を紹介しています。 

◎フィアラ先生の古典文学ゼミナール 

『古事記』を読む（全１１回） 

日 程：０５／２５（土）、０６／１５（土）、０７／２０（土） 

    ０８／２４（土）、０９／０８（日）、１１／０９（土） 

    １１／３０（土）、１２／１４（土）、０１／１８（土） 

    ０２／１５（土）、０３／１４（土） 

時 間：１３：３０～１５：００ 

講 師：カレル・フィアラ（
文書館古典文学顧問・

福井県立大学名誉教授） 

※『口語訳 古事記』神代篇・人代篇 三浦佑之 

 訳・注釈（文春文庫）をご用意ください。 

◎くずし字入門講座（全 3 回） 

日 時：６／９（日）、２３（日）、３０（日） 

    １３：３０～１５：３０ 

    内 容：くずし字を読むのははじめて。 

        という方のための講座です。 

    講 師：文書館 職員 
 

※ともに会 場：文書館 研修室 

    定 員：４０名（要申込、先着順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■5 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

   
1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 
 

  は休館日です 
  

 新元号令和は、事前予告もあって発表日の平成３１   それでは、約３００年前の元禄→宝永（元禄１７ 

年４月１日、その日のうちに知れ渡りました。     （１７０４）３月１３日）は……？（幕領大庄屋の場合） 

 しかし、慶応→明治の改元（慶応４年（１８６８）９月 

8 日）以前は、即位だけでなく吉兆・災い・干支など 

の理由でも、改元がおこなわれていました（そのため、 

天皇１代で元号複数という場合も）。 
 
 テレビもラジオもインターネットもない時代、改元 

を知るまでに要した時間は……約１００年前の明治→ 

大正（明治４５年（１９１２）７月３０日）は電信や新聞が 

あってその日のうちに（上池田村長の場合）。約２００    新元号関連ミニ展示 

年前の文政→天保（文政１３（１８３０）１２月１０日）は   「あれ、元号かわったの？－新元号の伝わり方―」 

２週間後に（鯖江藩大庄屋の場合）。            会 場：文書館 閲覧室  会 期：５月２６日（日） 

 
文 書 館 ふくい    

ＮＯ.１０９ 福井県文書館   令和元年５月発行 

■文書館■ 〒918-8113 福井市下馬町 51-11 

 電  話：0776-33-8890 

 ファクス：0776-33-8891 

 メ ー ル：bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

 開館時間：午前 9 時～午後 5 時      ウェブサイト 

■フレンドリーバス（無料）をご利用ください■ 

■講座案内■ ■展示案内■（裏面参照） 

■あれ、元号かわったの？■ 

■元号“明治”の考案者は……■ 
 慶応→明治の改元。それまでは高辻家や五条家などが候補 

を選出し、堂上家（公家で昇殿が許されていて公卿になれる家柄）

で選定していたそうです。 

 しかし“明治”は、天皇が候補の中からくじ引きで選定、

候補のくじは５・６本、その候補の選出者は……岩倉具視！

……の命をうけた……松平春嶽！！でした～ 

（春嶽の随筆「逸事史補」（『松平春嶽全集（１）』３８９～３９０頁）より） 

（背景）美山中（相撲） 
  昭和56年5月29日 70880 

 かわったの？ 

 いつのまに！ 

                       （「（東海道五十三次など）」勝見宗左衛門家 
▲府中宿     ▲赤坂宿      文書B0037-00661より） 

■ちょっと昔の５月風景■ 

▲鯉のぼり 
      昭和45年5月13日 60085 

▲皇太子殿下 西福寺   ※右、当時 
      昭和 58年5月10日 68892 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

■今月の展示■ 

人類の月面着陸５０周年とＩＳＴＳ（宇宙技術および 

科学の国際シンポジウム）福井大会（６月１５日（土）～ 

２１日（金）／於ＡＯＳＳＡ、ハピリン）の開催を記念し、 

月にまつわる資料を紹介しています。 

 

おぉっ！ 

あれは福井城！ 
 どこどこ？ 


